

























































































































信之）としてスタートし、10 年の曲折を経て 1966 年、
精神薄弱者更生施設緑生園となって実現する。ついで
ながらここで芳幸の「外山福祉センター構想」（外山
コロニーと呼んでいた）に触れておく。1975 年、芳幸
は盛岡市から外山地区の山林を借り受け、緑生園をあ
げて開墾に乗り出す。ゆくゆくは障害者が住みついて
働きながら暮らすことを構想していた。当時すでに否
定されかけていた大規模隔離型の所謂コロニーとは異
なり、開拓型、生産型といえるような先例のないもの
であったが、外山が積雪、寒冷地であることなどから
芳幸の死後中断した。外山は大豆やソバ、野菜など、
今でも園の大事な作業場である。芳幸が生きていたら
どんなモデルができていただろうか。ともあれこれら
のことから、芳幸は社会的に弱いものの視点をしっか
りと持っていたから、現実にある様々な問題が見えた
のだということを確認しておきたい。
　以下簡単に述べる。まず感謝と奉仕である。1973 年
から県庁前などに視覚障害者用点字ブロックを敷設
し、歩道の段差切り下げを作業として行っている。他
の障害者への優しい眼差しであると同時に、園生を福
祉の受け手に止めず、社会への感謝の気持ちを持つこ
と、自分達が社会にとって意味のある活動をしている
ことを理解させようとしていた。盛岡市長だった工藤
巌（後に岩手県知事として本学の設置を主導）はその
ため何度も園生の前で激励の挨拶をさせられている。
教育、啓発としては、緑生園の建設に市内の中学生の
参加を求めたことをあげておく。24 人を超える中学生
が、園の基礎となる石を、雫石川の川原から手渡しリ
レーで建設地まで運んだ。労力としてだけではない、
むしろ将来、この子ども達によって障害者理解が広が
ることへの期待が大きかった。
　ここまでで紙幅は尽きた。芳幸の生き様から何かを
伝えられただろうか。今僕は緑生園を経営する岩手更
生会の理事長（非常勤）を務めている。芳幸には及び
もつかないが、「どんな人も人として認められる社会」
という彼の想いはしっかりと受けとめて、次の世代ま
で繋げていきたい。最後になるが、社会福祉学部の皆
様には大変お世話になりました。皆様のご指導、ご鞭
撻のお陰でなんとか勤め上げました。ありがとうござ
いました。
（平成25年 2月22日共通棟201教室にて）
